
 

                                

平成 29 年 5 月 22 日 
総合政策局国際政策課 

(グローバル戦 略 )  

 

在京アフリカ大使館を対象に、アフリカ・インフラ協議会と協力し、 

日本の「質の高いインフラ」を紹介しました 

～平成２９年度第１回シティ・ツアーの開催結果について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アフリカ・インフラ協議会とは、第６回アフリカ開発会議（TICADⅥ）時の「日・アフリカ官民インフラ会

議」において採択された「質の高いインフラ投資の推進のためのリーダーズ・ステートメント」等を踏ま

え、昨年９月に発足した官民合同の協議会です。現在、会員企業は民間企業・団体142社。 

 

 

１．開 催 日 ： 平成２９年５月１８日（木） 

 

２．主 催 ： 国土交通省、外務省（共催） 

 

３．出席国・人数 ： １５ヵ国２４名（下線は大使級出席国） 

アンゴラ、エチオピア、ガーナ、コンゴ民主共和国、ザンビア、ジブチ、 

ジンバブエ、ブルキナファソ、ボツワナ、マラウイ、マリ、南アフリカ、 

リベリア、レソト、ルワンダ 

 

４．結 果 概 要 ： 別紙をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

国土交通省は、アフリカ・インフラ協議会（※）と協力し、アフリカ各国に

日本の「質の高いインフラ」を発信するとともに、相手国との関係構築等を図

るため、アフリカ各国の在京大使等を対象とした「シティ・ツアー」の第 

２弾を開催しました。 

１５ヵ国２４名の在京大使等に対して、日本の交通信号システムや都市部に

おける水害対策を紹介しましたので、その結果概要をお知らせします。 

 
問合せ先 :総合政策局国際政策課(グローバル戦略) 

宇佐見、樋口（内線 25224，25225） 

ＴＥＬ  :03-5253-8111（代表）03-5253-8316（直通） 

ＦＡＸ  ：03-5253-1562 



別紙（結果概要） 

 

① 現地視察 ：日本信号久喜事業所（埼玉県久喜市） 
アフリカ・インフラ協議会会員企業である日本信号株式会社の久喜事務所を訪問し、先進的

な信号システムの生産現場を視察し、最適な交通信号の制御を行うことが、各都市の交通渋滞

に対する一つの解決策になり得ることを紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現地視察 ：首都圏外郭放水路（埼玉県春日部市） 
地下のパルテノン神殿と呼ばれる世界最大級の地下放水路（首都圏外郭放水路）を視察し、

日本の土木技術が結集された本施設によって、都市部が洪水被害から守られていることについ

て紹介しました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

③ 在京アフリカ大使等とアフリカ・インフラ協議会会員との意見交換 
冒頭、大野国土交通大臣政務官より、本日の視察で感じたことを本国に共有いただくととも

に、各国における今後のインフラ発展のきっかけにしてもらいたいと挨拶しました。 

また、宮本アフリカ・インフラ協議会会長より、ガーナでの官民インフラ会議を通じて、日本の

技術力に高い関心が寄せられていることを改めて実感し、今後も、日本は「クオリティ（質）とエン

パワーメント（人材育成）」を持って各国の発展に貢献していきたいとの挨拶がありました。 

さらに、在京大使館の参加者を代表して、フランソワ・ウビダ・ブルキナファソ大使より、シテ

ィ・ツアーの開催に対する感謝の意と、インフラ分野における日・アフリカ間の協力関係の強化

に向けて、国土交通省及びアフリカ・インフラ協議会には、日本企業のアフリカ進出を率いるエ

ンジンの役割を果たしてほしい旨挨拶がありました。 

＜首都圏外郭放水路での集合写真＞ 

＜交通信号実機のデモンストレーション＞ 

＜首都圏外郭放水路の視察の様子＞ 

＜宮本アフリカ・インフラ協議会会長 挨拶＞ ＜大野政務官 冒頭挨拶＞ 

＜塚本日本信号社長による挨拶＞ 


